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【はじめに】

　脳動脈瘤に対するコイル塞栓術は1995
年から本邦において保険認可された。治
療方法の習熟や様々なデバイスの出現も
あり、近年目覚ましい発展を遂げきてお
り、その割合も増加傾向にある。脳動脈
瘤に対する血管内治療のテクニックにつ
いて2症例を提示し概説する。

【症例1】

　視神経に対する圧迫による視力低下に
よって発見された最大径12mmの未破裂
脳動脈瘤の患者である（図1）。通常は1本
のマイクロカテーテルを用いて治療を行
うが、本症例のように大型の脳動脈瘤や
広頚の動脈瘤に対しては2本のカテーテル
を用いて治療を行うことがある（double 
catheter technique）。それぞれのカテー
テルからコイルを挿入することで、しっ
かりとしたframeの形成や、よりtightな
コイル挿入が可能となる。
【症例2】

　突然の意識障害にて発症したくも膜下
出血の患者である（図2）。大型の脳動脈
瘤壁から後交通動脈が分岐しており、亜急
性期に頭蓋内ステントを使用しての塞栓術
を行った（stent assist technique, T stent）。
内頚動脈本幹および後交通動脈から内頚動
脈にかけて2本のステントを使用し、後交
通動脈の血流を温存しつつ、動脈瘤内の
塞栓を行った。頭蓋内ステントはネック

を形成するために使用されるが、ステン
トの置き方によってはステント側面での
カバーだけでなく、図3のようにステント
の エ ッ ジ で カ バ ー す るWaffle cone 
techniqueも報告されている1）。頭蓋内ス
テントの使用においては、塞栓症予防の
ため現時点では少なくとも数年単位での
抗血小板薬内服が必要となる。長期の抗
血小板薬の内服は必要であるが、本症例
のように治療困難な構造の動脈瘤に対し
ても、脳血管内治療は低侵襲かつ有効な
治療手段となりうる。

【考察】

　提示した例以外に、バルーンを使用し
動脈瘤頚部を形成する方法（balloon assist 
technique）もある。いかに母血管を温存し
つつコイルを安全に十分な充填をさせる
かがポイントとなる。テクニック以外に、
コイル自体にも塞栓率をあげる様々な工
夫がなされてきている。また2015年からは、
症例や使用可能な施設がまだ制限されては
いるが、日本でもflow diverter stentが承
認された。コイル塞栓術とは違う機序で
の動脈瘤閉塞を狙うものであるが、海外
ではその他にもさらに様々な新しいデバ
イスが臨床応用されてきている。そのひ
とつはWEB（Sequent Medical/ MicroVen
tion / Terumo, Tustin, CA, USA）であり2）、
極細のワイヤーを編み込んだ楕円球形デ
バイスを動脈瘤内に留置し、ひとつのデ
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バイスで瘤内からメッシュでネックをカ
バーするものである（図4）。
　以上のように脳動脈瘤に対する脳血管
内治療は急速に発達しており、それに伴
って治療適応も広がってきている。鹿児
島県における脳血管内治療施設と専門医
の充実が問われている。
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図1. 未破裂脳動脈瘤の50歳代女性

A : �最大径12mmの左内頚動脈未

破裂脳動脈瘤

B : �動脈瘤内に2本のマイクロカ

テーテルを挿入（矢印）

C : �塞栓術後。動脈瘤内血流の消

失を認める

図2.�くも膜下出血亜急性期の60歳

代女性

A : �破裂脳動脈瘤のドームから後

交通動脈（矢印頭）が分岐

B : �内頚動脈本幹（赤）、後交通動

脈から内頚動脈（青）にそれぞ

れステントを留置

C : �塞栓術後。後交通動脈の開存

も確認できる

図3. Waffle cone technique

A-C : �ステント留置およびコイル

塞栓術の手順
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図4. 楕円球形デバイスWEBの紹介


